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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　収納部に収納される第１表示部を有する表示装置であって、
　前記第１表示部の前記収納部からの引き出し量を検出する引き出し量検出手段と、
　その引き出し量検出手段により検出された引き出し量に応じて、画像を前記第１表示部
に表示するための第１表示形態を決定する第１表示形態決定手段と、
　その第１表示形態に基づいて前記第１表示部に表示される前記画像に含まれる文字の大
きさを取得するパラメータ取得手段と、
　そのパラメータ取得手段により取得される前記画像に含まれる文字の大きさが所定の大
きさよりも小さい場合に、前記第１表示形態に基づいて前記第１表示部に表示される画像
のうち一部の画像を選択し、その一部の画像を前記第１表示形態に基づいて表示する場合
よりも拡大して表示する表示形態変更手段とを有することを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１表示形態に基づいて前記第１表示部に表示される画像とはひとかたまりの情報
を有する内容単位を複数個含む画像であって、
　前記表示形態変更手段は、前記パラメータ取得手段により取得される前記画像に含まれ
る文字の大きさが所定の大きさよりも小さい場合に、前記画像に含まれる全ての内容単位
からそれぞれ見出し部を前記一部の画像として選択し、前記全ての内容単位からそれぞれ
選択された前記見出し部を、前記第１表示形態に基づいて表示する場合よりも拡大して表
示するものであることを特徴とする請求項１記載の表示装置。



(2) JP 4576843 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

【請求項３】
　前記第１表示形態に基づいて表示される画像とはひとかたまりの情報を有する内容単位
を複数個含む画像であって、
　その内容単位を複数個含む画像におけるそれぞれの内容単位の位置に関する情報を記憶
する位置情報記憶手段を有し、
　前記表示形態変更手段は、前記パラメータ取得手段により取得される前記画像に含まれ
る文字の大きさが所定の大きさよりも小さい場合に、前記位置情報記憶手段に記憶された
それぞれの内容単位の位置に関する情報に基づいて、前記画像に含まれる複数個の内容単
位のうち一部の内容単位を前記一部の画像として選択し、その一部の内容単位を、前記第
１表示形態に基づいて表示するよりも拡大して表示するものであることを特徴とする請求
項１記載の表示装置。
【請求項４】
　前記表示形態変更手段は、前記第１表示形態に基づいて表示される画像において、前記
第１表示部における引き出し方向の位置が他の内容単位に比較して前記収納部から離れて
いる内容単位であって、その引き出し方向の位置が等しい場合はその引き出し方向の位置
に表示される内容単位のうち上側に位置する内容単位ほど優先的に選択して表示するもの
である請求項３記載の表示装置。
【請求項５】
　前記内容単位を指定する内容単位指定手段と、その内容単位指定手段により指定された
内容単位を前記第１表示部に表示する内容単位表示手段とが設けられていることを特徴と
する請求項３または４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１表示部に表示される内容単位に関連する画像を表示する第２表示部が前記収納
部に設けられていることを特徴とする請求項２から５のいずれかに記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第２表示部は前記第１表示部に比較して剛性が高いものであって、
　前記第２表示部に表示される画像のうちユーザによって選択された画像に関連する内容
単位を、前記第１表示部に表示する内容単位選択手段を有することを特徴とする請求項６
記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１表示部の任意の位置に先端部が近接可能な入力ペンの先端部の位置を検出する
入力ペン位置検出手段と、その入力ペン位置検出手段により検出された入力ペンの先端部
の位置に応じて、前記第１表示部に表示する画像を変更する画像変更手段とを有すること
を特徴とする請求項１から７のいずれかに記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は表示装置に関し、特に、表示部を収納部から引き出し、その表示部の引き出し
量に応じて決定される表示形態に基づいて表示部に画像を表示する表示装置において、そ
の引き出し量に応じて決定された表示形態に基づく表示が見づらいものである場合には、
一部の画像を拡大して表示する表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　フレキシブルなプラスチック基板からなる可撓性表示部を、未使用時はロールに巻き取
り、収納部に収納し、使用時は収納部から引き出し画像を表示するようにした表示装置が
知られている。このような表示装置によれば、未使用時は省スペースとすることができ且
つ使用時は大きな画面で画像を表示することができる。
【０００３】
　また、そのような表示装置において、可撓性表示部の引き出し量を検出し、その引き出
し量に応じた表示形態で画像を表示することが提案されている。
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【０００４】
　具体的には、可撓性表示部の引き出し量に基づいて縮小率を決定し、その縮小率に基づ
いて画像を縮小して表示することで、可撓性表示部の引き出し量が小さい場合にも、収納
部から引き出された領域内に画像全体を表示することができるように構成されている。　
【特許文献１】特開平１１－２７２２０５号公報（〔００５５〕）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した技術では、単に引き出し量に応じて画像を縮小して表示するも
のにすぎず、その縮小率で実際に可撓性表示部に表示される画像の見易さについては何ら
考慮されていなかった。
【０００６】
　したがって、引き出し量が小さく、可撓性表示部が少ししか外部に引き出されていない
場合には、その引き出された領域内に画像の全体が縮小されて表示されることとなり、例
えばその画像中に含まれる文字などが読めなくなってしまうという問題点があった。
【０００７】
　本発明は上述した問題点を解決するためになされたものであり、表示部を収納部から引
き出し、その表示部の引き出し量に応じて決定される表示形態に基づいて表示部に画像を
表示する表示装置において、その表示形態に基づく表示が見づらいものである場合には、
一部の画像を拡大して表示する表示装置を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　この目的を達成するために、請求項１記載の表示装置は、収納部に収納される第１表示
部を有するものであって、前記第１表示部の前記収納部からの引き出し量を検出する引き
出し量検出手段と、その引き出し量検出手段により検出された引き出し量に応じて、画像
を前記第１表示部に表示するための第１表示形態を決定する第１表示形態決定手段と、そ
の第１表示形態に基づいて前記第１表示部に表示される前記画像に含まれる文字の大きさ
を取得するパラメータ取得手段と、そのパラメータ取得手段により取得される前記画像に
含まれる文字の大きさが所定の大きさよりも小さい場合に、前記第１表示形態に基づいて
前記第１表示部に表示される画像のうち一部の画像を選択し、その一部の画像を前記第１
表示形態に基づいて表示する場合よりも拡大して表示する表示形態変更手段とを有する。
【００１０】
　請求項２記載の表示装置は、請求項１記載の表示装置において、前記第１表示形態に基
づいて前記第１表示部に表示される画像とはひとかたまりの情報を有する内容単位を複数
個含む画像であって、前記表示形態変更手段は、前記パラメータ取得手段により取得され
る前記画像に含まれる文字の大きさが所定の大きさよりも小さい場合に、前記画像に含ま
れる全ての内容単位からそれぞれ見出し部を前記一部の画像として選択し、前記全ての内
容単位からそれぞれ選択された前記見出し部を、前記第１表示形態に基づいて表示する場
合よりも拡大して表示するものである。
【００１１】
　請求項３記載の表示装置は、請求項１記載の表示装置において、前記第１表示形態に基
づいて表示される画像とはひとかたまりの情報を有する内容単位を複数個含む画像であっ
て、その内容単位を複数個含む画像におけるそれぞれの内容単位の位置に関する情報を記
憶する位置情報記憶手段を有し、前記表示形態変更手段は、前記パラメータ取得手段によ
り取得される前記画像に含まれる文字の大きさが所定の大きさよりも小さい場合に、前記
位置情報記憶手段に記憶されたそれぞれの内容単位の位置に関する情報に基づいて、前記
画像に含まれる複数個の内容単位のうち一部の内容単位を前記一部の画像として選択し、
その一部の内容単位を、前記第１表示形態に基づいて表示するよりも拡大して表示するも
のである。
【００１２】
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　請求項４記載の表示装置は、請求項３記載の表示装置において、前記表示形態変更手段
は、前記第１表示形態に基づいて表示される画像において、前記第１表示部における引き
出し方向の位置が他の内容単位に比較して前記収納部から離れている内容単位であって、
その引き出し方向の位置が等しい場合はその引き出し方向の位置に表示される内容単位の
うち上側に位置する内容単位ほど優先的に選択して表示するものである。
【００１３】
　請求項５記載の表示装置は、請求項３または４に記載の表示装置において、前記内容単
位を指定する内容単位指定手段と、その内容単位指定手段により指定された内容単位を前
記第１表示部に表示する内容単位表示手段とが設けられている。
【００１４】
　請求項６記載の表示装置は、請求項２から５のいずれかに記載の表示装置において、前
記第１表示部に表示される内容単位に関連する画像を表示する第２表示部が前記収納部に
設けられている。
【００１５】
　請求項７記載の表示装置は、請求項６記載の表示装置において、前記第２表示部は前記
第１表示部に比較して剛性が高いものであって、前記第２表示部に表示される画像のうち
ユーザによって選択された画像に関連する内容単位を、前記第１表示部に表示する内容単
位選択手段を有する。
【００１６】
　請求項８記載の表示装置は、請求項１から７のいずれかに記載の表示装置において、前
記第１表示部の任意の位置に先端部が近接可能な入力ペンの先端部の位置を検出する入力
ペン位置検出手段と、その入力ペン位置検出手段により検出された入力ペンの先端部の位
置に応じて、前記第１表示部に表示する画像を変更する画像変更手段とを有する。
【発明の効果】
【００１７】
　請求項１記載の表示装置によれば、第１表示部の収納部からの引き出し量に応じて、画
像を第１表示部に表示するための第１表示形態が決定され、その第１表示形態に基づいて
第１表示部に表示される画像に含まれる文字の大きさが取得され、その取得された画像に
含まれる文字の大きさが所定の大きさよりも小さい場合は、第１表示形態に基づいて第１
表示部に表示される画像のうち一部の画像が選択され、その一部の画像が、第１表示形態
に基づいて表示される場合よりも拡大して表示される。
【００１８】
　よって、第１表示形態に基づいて第１表示部に表示される画像に含まれる文字の大きさ
が所定の大きさよりも小さい場合に、一部の画像が、第１表示形態に基づいて表示される
場合よりも拡大して表示されるので、引き出し量に応じて決定された第１表示形態に基づ
いて画像を表示すると、その画像に含まれる文字の大きさが所定の大きさよりも小さく表
示されてしまう場合には、一部の画像のみが第１表示部に拡大して表示され、見やすい表
示とすることができるという効果がある。
【００１９】
　請求項２記載の表示装置によれば、請求項１記載の表示装置の奏する効果に加え、第１
表示形態に基づいて第１表示部に表示される画像に含まれる全ての内容単位からそれぞれ
見出し部が一部の画像として選択され、全ての内容単位から選択された見出し部が、第１
表示形態に基づいて表示される場合よりも拡大して表示されるので、全ての内容単位から
それぞれ選択され見出し部が一覧できるように表示され、単に引き出し量に基づいて決定
された表示形態で表示する場合に比較して、見やすい表示とすることができるという効果
がある。
【００２０】
　請求項３記載の表示装置によれば、請求項１記載の表示装置の奏する効果に加え、それ
ぞれの内容単位の位置に関する情報に基づいて、画像に含まれる複数個の内容単位のうち
一部の内容単位が一部の画像として選択され、その一部の内容単位が、第１表示形態に基
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づいて表示されるよりも拡大して表示されるので、単に引き出し量に基づいて決定された
表示形態で表示する場合に比較して、見やすい表示とすることができるという効果がある
。
【００２１】
　さらに、複数の内容単位のうち、一部の内容単位が選択されて表示されるので、内容単
位の途中、すなわちひとかたまりの情報の途中で表示が途切れることがなく、見やすい表
示とすることができるという効果がある。
【００２２】
　請求項４記載の表示装置によれば、請求項３記載の表示装置の奏する効果に加え、第１
表示形態に基づいて表示される画像において、第１表示部における引き出し方向の位置が
他の内容単位に比較して収納部から離れている内容単位であって、その引き出し方向の位
置が等しい場合はその引き出し方向の位置に表示される内容単位のうち上側に位置する内
容単位ほど優先的に選択されて表示されるので、複数の内容単位の全てを第１表示部に表
示した場合に、使用者が先に読む可能性が高い内容単位が優先的に選択されて第１表示部
に表示され、実際に読む順序に近似した見やすい表示とすることができるという効果があ
る。
【００２３】
　請求項５記載の表示装置によれば、請求項３または４に記載の表示装置の奏する効果に
加え、内容単位が指定され、その指定された内容単位が第１表示部に表示されるので、例
えば、全ての内容単位が第１表示部に表示されていない場合であっても、指定した内容単
位を第１表示部に表示することができるという効果がある。
【００２４】
　請求項６記載の表示装置によれば、請求項２から５のいずれかに記載の表示装置の奏す
る効果に加え、第１表示部に表示される内容単位に関連する画像を表示する第２表示部が
収納部に設けられているので、その第２表示部に表示された画像を補助的に利用すること
により、第１表示部に表示される内容単位が有する情報をより容易に理解することができ
るという効果がある。
【００２５】
　請求項７記載の表示装置によれば、請求項６記載の表示装置の奏する効果に加え、第２
表示部は第１表示部に比較して剛性が高いものであって、前記第２表示部に表示される画
像のうちユーザによって選択された画像に関連する内容単位が、前記第１表示部に表示さ
れるので、第１表示部に比較して剛性が高く、入力手段を所望の位置に近接させることが
容易な第２表示部を用いて、第１表示部に表示する内容単位を選択することができるとい
う効果がある。
【００２６】
　請求項８記載の表示装置によれば、請求項１から７のいずれかに記載の表示装置の奏す
る効果に加え、第１表示部の任意の位置に先端部が近接可能な入力ペンの先端部の位置が
検出され、検出された入力ペンの先端部の位置に応じて、第１表示部に表示する画像が変
更されるので、使用者は、第１表示部に入力ペンを近接させることにより容易に第１表示
部に表示する画像を変更することができるという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　以下、本発明の好ましい実施例について、添付図面を参照して説明する。図１は本発明
の一実施例である表示装置１の斜視図であり、この表示装置１は、本体２と入力ペン３と
を有する。図２は、図１のＩＩ－ＩＩ線における本体２の断面図である。
【００２８】
　本体２は、側面の一部に開口部４を有する収納部５と、使用時に開口部４を通過して収
納部５から引き出されて画像が表示される第１表示部７と、収納部５に設けられる第２表
示部９と、入力ペン３の位置情報を検出する入力ペン位置検出装置１０とを備えている。
【００２９】
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　また、本体２には操作ボタン１１が設けられている。本体２は、操作ボタン１１が押下
されることにより操作され、その操作された状態や操作手順などは第２表示部９に表示さ
れる。
【００３０】
　また本体２には、後述するインターフェイス２９（図４参照）用のコネクタ２９ａが設
けられている。本体２は、コネクタ２９ａに接続されたケーブル（図示せず）を介して、
外部装置（図示せず）と接続される。
【００３１】
　図２に示すように、収納部５内には、収納部５の両側面に両端が回転可能に支持される
巻取パイプ１２が設けられており、第１表示部７は、巻取パイプ１２に一端が連結されて
巻取パイプ１２に巻取り又は巻解き可能に構成されている。
【００３２】
　ここで、第１表示部７の引き出しまたは巻き戻し方向をＸ軸方向とし、Ｘ軸方向に対し
垂直であって第１表示部７と平行な方向をＹ軸方向とする。
【００３３】
　そして、第１表示部７は、第１表示部７の巻取パイプ１２が連結された辺と対向するＹ
軸方向に延びる辺、すなわち辺１４に設けられた保持部８を持ち引っ張ることにより収納
部５から引き出される。
【００３４】
　後に詳細に説明するが、第１表示部７の収納部５からの引き出し量は、収納部５内であ
って開口部４の近傍に設けられた引き出し量検出装置１６により検出される。
【００３５】
　巻取パイプ１２には、コイルスプリングを備えた駆動ユニット（図示せず）が内蔵され
ている。
【００３６】
　駆動ユニットは、第１表示部７の引出し時に巻取パイプ１２を正回転（第１表示部７を
巻解く方向の回転）させることによりコイルスプリングをねじり、これにより巻取パイプ
１２を逆回転（第１表示部７を巻き取る方向の回転）させるトルクを発生させ、そのトル
クを解放させることにより第１表示部７を自動的に巻取パイプ１２に巻き取らせる。
【００３７】
　また、巻取パイプ１２には、駆動ユニットが発生するトルクに抗して巻取パイプ１２の
逆回転を停止させるブレーキユニット（図示せず）が内蔵されている。これにより、第１
表示部７を、引き出し又は巻き戻したその状態で保持することができる。
【００３８】
　第２表示部９は、表示面がガラスで構成されており、後述するように表示面がフィルム
状のプラスチック基板で構成される第１表示部７に比較して剛性が高い。この第２表示部
９には、第１表示部７に表示された画像に関連する画像が表示される。
【００３９】
　また、第２表示部９はタッチパネルであって、指（入力手段）もしくは入力ペン３を第
２表示部９の表示面の所定の位置に近接、すなわち接近または接触させることにより、本
体２を操作することができる。
【００４０】
　入力ペン３は、第１表示部７に画像を書き込んだり、第１表示部７に表示される画像を
変更するためのものである。
【００４１】
　入力ペン３の先端部が第１表示部７に近接、すなわち接近または接触すると、その入力
ペン３の先端部の位置が、開口部４の上部に設けられた入力ペン位置検出装置１０により
検出される。
【００４２】
　図３は、本体２に備えられた第１表示部７の拡大断面図である。図３を用いて、第１表
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示部７に画像が表示される原理について説明する。
【００４３】
　図３に示すように、第１表示部７は、可撓性を有するフィルム状のプラスチック基板で
ある第１基板２１と、その第１基板２１と所定距離隔てて対向する可撓性を有するフィル
ム状のプラスチック基板である第２基板２３と、それら第１基板２１と第２基板２３との
間において二次元的に配置されたマイクロカプセル１８とを有している。
【００４４】
　第１基板２１と第２基板２３との間において、マイクロカプセル１８は、バインダ１９
により固定されている。
【００４５】
　また、第１基板２１の第２基板２３側の面には上側電極２０が設けられ、第２基板２３
の第１基板２１側の面には下側電極２２が設けられ、この上側電極２０と下側電極２２と
の間に電界を形成することによって、マイクロカプセル１８に電気信号を付与する。
【００４６】
　上側電極２０はＹ軸方向（図２参照）に延設され下側電極２２はＸ軸方向（図２参照）
に延設されているため、上側電極２０と下側電極２２とは互いに直交してマトリクス電極
を構成し、上側電極２０と下側電極２２との各交差部分がそれぞれ一画素を構成する。
【００４７】
　マイクロカプセル１８は、黒色に着色された粒子である電気泳動黒粒子２４と白色に着
色された粒子である電気泳動白粒子２５とを分散した分散液２６とその分散液２６を内包
する殻とからなる。
【００４８】
　そして、電気泳動黒粒子２４は正に帯電し、電気泳動白粒子２５は負に帯電するよう構
成されている。
【００４９】
　したがって、所定の画素を構成する上側電極２０が下側電極２２に対して負となるよう
に、上側電極２０と下側電極２２との間に電界を生じさせて、マイクロカプセル１８に電
気信号を付与すると、電気泳動黒粒子２４は分散媒２６内を泳動し上側電極２０側へ吸引
され、電気泳動白粒子２５は分散媒２６内を泳動して下側電極２２側へ吸引される。すな
わちその所定の画素が黒色として第１表示部７に表示される。
【００５０】
　一方、所定の画素を構成する上側電極２０が下側電極２２に対して正となるように、上
側電極２０と下側電極２２との間に電界を生じさせて、マイクロカプセル１８に電気信号
を付与すると、電気泳動黒粒子２４は下側電極２２側に吸引され、電気泳動白粒子２５は
上側電極２０側へ吸引されるので、その所定の画素が白色として第１表示部７に表示され
る。
【００５１】
　図４は本体２の電気的構成を示したブロック図である。本体２には、図９のフローチャ
ートに図示される表示形態決定処理、図１０のフローチャートに図示される表示変更処理
などの各種制御及び処理を実行するＣＰＵ２７が内蔵されている。
【００５２】
　ＣＰＵ２７には、ＲＯＭ３２、ＲＡＭ３３がバスラインを介して互いに接続されており
、バスラインはまた入出力ポート２８にも接続されている。この入出力ポート２８は、バ
スラインの他に入力ペン位置検出装置１０、引き出し量検出装置１６、インターフェイス
２９、第１表示制御装置３０及び第２表示制御装置３１に接続されている。
【００５３】
　ＲＡＭ３３は、ＣＰＵ２７の動作時にＲＯＭ３２から読出されたコンピュータプログラ
ムを一時的に記憶したり、各種画像データを記憶するものであり、表示画像メモリ３３ａ
とユーザ設定値メモリ３３ｂと最小値メモリ３３ｃとを有している。
【００５４】
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　表示画像メモリ３３ａは、複数個の内容単位４０（図５参照）を有する画像について内
容単位４０ごとの画像データと、それらの内容単位４０の位置情報とを記憶するメモリで
ある。
【００５５】
　ここで内容単位４０とは、図５に示すように、その内容単位４０の見出し（項目名）を
表示する見出し部４０ａと、その内容単位４０の詳細な内容を表示する詳細内容部４０ｂ
とからなるひとかたまりの情報を有する一ページ分の画像をいう。なお、図を見やすくす
るため、図５では、見出し部４０ａと詳細内容部４０ｂの符号については、内容単位４０
が「２００１」を表示する内容単位４０についてのみ示す。
【００５６】
　また、内容単位４０の位置情報とは、図５に示すように、第１表示部７を収納部５から
限界まで引き出した状態で、複数の内容単位４０の全てを第１表示部７に表示したとき、
それぞれの内容単位４０が第１表示部７のどの位置に表示されるのかを示す情報である。
【００５７】
　インターフェイス２９を介して外部機器（図示せず）から、複数個の内容単位４０を含
む画像が入力されると、それぞれの内容単位４０の位置情報がＣＰＵ２７により算出され
て、それぞれの内容単位４０の画像データとともに表示画像メモリ３３ａに記憶される。
【００５８】
　ユーザ設定値メモリ３３ｂは、表示形態に関するモードについて、いずれのモードが選
択されているのかを記憶するメモリである。ここで、使用者により設定される表示形態に
関する各モードについてそれぞれ説明する。
【００５９】
　構成可変モードは、第１表示部７の引き出し量に応じて、第１表示部７に表示される画
像の構成を変更するモードである。
【００６０】
　構成可変モードが選択されている場合は、例えば、図５に示すように、第１表示部７の
収納部５からの引き出し量がＡである状態から減少してＡ’となると、そのときの引き出
し量Ａ’に応じて、全ての内容単位４０のうち一部の内容単位４０のみを表示したり（図
６、図７参照）、全ての内容単位４０について見出し部４０ａのみを表示（図８参照）す
るモードである。なお、図８については、図を見やすくするため、第１表示部７のＹ軸方
向（図２参照）上側に位置する２つの見出し部４０ａについてのみ符号を付している。
【００６１】
　単純拡大・縮小モードは、第１表示部７の収納部５からの引き出し量に応じて、画像を
拡大または縮小することで、第１表示部７のうち収納部５から引き出された領域内に、画
像に含まれる全ての内容単位４０についてその内容単位４０に含まれる見出し部４０ａ及
び詳細内容部４０ｂを表示するモードである。
【００６２】
　非拡大・非縮小モードは、第１表示部７のうち収納部５から引き出された領域内に位置
する内容単位４０を、拡大または縮小することなく、表示画像メモリ３３ａに記憶された
位置情報にしたがって表示するモードである。
【００６３】
　使用者は、制御ボタン１１を押下することにより、構成可変モード、単純拡大・縮小モ
ード、非拡大・非縮小モードのなかからいずれか一つを選択することができ、いずれのモ
ードが選択されたかが、ユーザ設定値メモリ３３ｂに記憶される。
【００６４】
　最小値メモリ３３ｃは、第１表示部７において表示を許容する最小の文字の大きさを最
小値として記憶するメモリである。
【００６５】
　最小値は使用者が制御ボタン１１を押下することにより設定され、最小値メモリ３３ｃ
に記憶される。
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【００６６】
　第１表示部７は、画像が表示される表示領域３４の周辺に、上側電極２０を駆動する上
側電極駆動回路３５と下側電極２２を駆動する下側電極駆動回路３６と、第１表示部７の
Ｘ軸方向（図２参照）の位置を示すための位置表示部３７とを有している。
【００６７】
　位置表示部３７には、スリットが多数本設けられている。引き出し量検出装置１６は、
位置表示部３７に光を照射してその反射光を測定することで、スリットの本数をカウント
し、カウントされたスリットの本数に基づいて第１表示部７の引き出し量を検出する。
【００６８】
　第１表示制御装置３０は、上側電極駆動回路３５と下側電極駆動回路３６とを制御する
ことにより、所望の画素を構成する上側電極２０と下側電極２２との間に電界を発生させ
てマイクロカプセル１８内の電気泳動黒粒子２４と電気泳動白粒子２５とを泳動させる。
これにより、第１表示部７に画像が表示される。
【００６９】
　また、第１表示制御装置３０は、第１表示部７の表示領域３４のＹ軸方向（図２参照）
下側に、左カーソール部４１と右カーソール部４２とを表示する（図５参照）。
【００７０】
　第２表示制御装置３１は、ＣＰＵ２７の指令を受けて、第１表示部７に表示される画像
に関連する画像を第２表示部９に表示する制御を行う。
【００７１】
　第２表示制御装置３１により、例えば、第１表示部７に表示されている語句の意味を第
２表示部９に表示することができる。したがって、第１表示部７を見る際に第２画像９に
表示された語意を補助的に参照することができるので、第１表示部７に表示される内容単
位４０が有する情報が使用者にとって理解しやすくなる。
【００７２】
　また、例えば、画像に含まれる複数個の内容単位４０のうち、一部の内容単位４０のみ
が第１表示部７に表示されている場合に、第２表示制御装置３１の制御により、第１表示
部７に表示されていない内容単位４０も含めた全ての内容単位４０を第２表示部９に表示
することができる。これにより、第１表示部７の引き出し量が小さく、第１表示部７に一
部の内容単位４０のみが表示されている状態であっても、使用者は第２画像９を確認する
ことにより、第１表示部７に表示される一部の内容単位４０と全体の内容単位４０との関
係を知ることができるので、第１表示部７に表示される内容単位４０が有する情報が使用
者にとって理解しやすくなる。
【００７３】
　さらに、第２表示部９はタッチパネルであって、第２表示部９の表示面に、指または入
力ペン３が近接させられると、その位置情報を特定してＣＰＵ２７に信号を送る。
【００７４】
　インターフェイス２９は、ＣＣＤスキャナー、プリンターなどの外部機器と本体２との
データ通信をインターフェイスする。
【００７５】
　入力ペン位置検出装置１０は、入力ペン３の先端部が表示面４に近接した（即ち接近ま
たは接触した）場合にのみ、入力ペン３の先端部の位置情報を三角測量法により検出する
。
【００７６】
　次に、上記のように構成された本体２の動作を図９、図１０のフローチャートを用いて
説明する。
【００７７】
　図９は、表示形態決定処理を示したフローチャートである。この表示形態決定処理は、
ＣＰＵ２７により定期的に実行される。
【００７８】



(10) JP 4576843 B2 2010.11.10

10

20

30

40

50

　表示形態決定処理では、まず、引き出し量検出装置１６により検出される引き出し量に
基づいて、第１表示部７の引き出し量が変化したか否かを調べ（Ｓ１）、第１表示部７の
引き出し量が変化していなければ（Ｓ１：Ｎｏ）処理を終了する。
【００７９】
　一方、第１表示部の引き出しまたは巻き戻しが行われて、第１表示部７の引き出し量が
変化した場合は（Ｓ１：Ｙｅｓ）、ユーザ設定値メモリ３３ｂに記憶されている、現在選
択されているモードが構成可変モードであるか否かを調べる（Ｓ２）。
【００８０】
　現在選択されているモードが構成可変モードでなければ（Ｓ２：Ｎｏ）、ユーザ設定値
メモリ３３ｂに記憶されている、現在選択されているモードが単純拡大・縮小モードであ
るか否かを調べる（Ｓ９）。
【００８１】
　現在選択されているモードが単純拡大・縮小モードである場合は（Ｓ９：Ｙｅｓ）、第
１表示部７の表示領域３４（図４参照）のうち収納部５から引き出され外部に露出した領
域の略全面に全ての内容単位４０が表示されるよう、引き出し量検出装置１６により検出
された引き出し量に基づいて拡大率または縮小率を決定し、その拡大率または縮小率に基
づいて、表示画像メモリ３３ａに記憶された全ての内容単位４０を拡大または縮小して表
示し（Ｓ１０）、処理を終了する。
【００８２】
　例えば図５に示すように、第１表示部７に全ての内容単位４０が表示されている状態か
ら第１表示部７が巻き戻され、引き出し量Ａが減少してＡ’となったときには、その引き
出し量Ａ’に基づいて画像の縮小率が決定され、全ての内容単位４０がその縮小率に基づ
いて縮小して表示される。
【００８３】
　現在選択されているモードが、構成可変モードでなく（Ｓ２：Ｎｏ）、単純拡大・縮小
モードでもない場合（Ｓ９：Ｎｏ）、現在選択されているモードは、非拡大・非縮小モー
ドであると判断し、表示画像メモリ３３ａに記憶された内容単位４０ごとの画像データと
、それらの内容単位４０の位置情報とに基づいて、収納部５から引き出され外部に露出し
た第１表示部７の表示領域３４（図４参照）に表示できる内容単位４０を、拡大または縮
小することなく表示して（Ｓ１１）、処理を終了する。
【００８４】
　例えば図５に示すように、表示画像メモリ３３ａに記憶された全ての内容単位４０が第
１表示部７に表示されている状態から、第１表示部７が巻き戻されて、引き出し量Ａが減
少してＡ’となったときには、収納部５から引き出され外部に露出した第１表示部７の表
示領域３４（図４参照）内に存在している内容単位４０のみが、拡大または縮小されるこ
となく表示される。
【００８５】
　一方、Ｓ２において、現在選択されているモードが可変構成モードであると判断した場
合（Ｓ２：Ｙｅｓ）、第１表示部７の収納部５からの引き出し量に基づいて、収納部５か
ら引き出され外部に露出した第１表示部７の表示領域３４（図４参照）に全ての内容単位
４０を表示する場合の画像の拡大率または縮小率を算出する（Ｓ３）。このＳ３の処理に
おいて算出される拡大率または縮小率が第１表示形態に相当する。
【００８６】
　続いて、Ｓ３の処理において算出される拡大率または縮小率に基づいて第１表示部７に
表示される画像の大きさに関するパラメータを取得し、その取得されたパラメータが所定
の条件を満たすか否かを判定する（Ｓ４）。
【００８７】
　具体的には、Ｓ３の処理で算出された拡大率または縮小率で拡大または縮小されて第１
表示部７に表示される画像に含まれる文字のうち、最小となる文字の大きさを上記画像の
大きさに関するパラメータとして取得し、その取得された文字の大きさが最小値メモリ３
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３ｃに記憶された最小値以上であるか否かを判定する（Ｓ４）。
【００８８】
　第１表示部７に表示される文字の大きさが、最小値メモリ３３ｃに記憶された最小値以
上である場合（Ｓ４：Ｙｅｓ）、Ｓ３の処理で決定された拡大率または縮小率に基づいて
拡大または縮小した画像の表示が許容され、全ての内容単位４０を、見出し部４０ａと詳
細内容部４０ｂとを含んだ状態で、Ｓ３の処理で決定された拡大率または縮小率に基づい
て拡大または縮小して表示する（Ｓ５）。
【００８９】
　一方、第１表示部７に表示される文字の大きさが、最小値メモリ３３ｃに記憶された最
小値よりも小さい場合（Ｓ４：Ｎｏ）、Ｓ３の処理で決定された拡大率または縮小率に基
づいて拡大または縮小すると、画像に含まれる文字が、使用者によって設定された最小値
よりも小さくなる。したがって、Ｓ３の処理で決定された拡大率または縮小率に基づいて
拡大または縮小する表示形態は許容されずにＳ６の処理に進み、Ｓ１の処理において検出
された第１表示部７の引き出し量の変化が連続して所定時間、例えば１秒以上続いたか否
かを調べる（Ｓ６）。
【００９０】
　Ｓ１の処理において検出された第１表示部７の引き出し量の変化が１秒以上続くもので
あった場合（Ｓ６：Ｙｅｓ）、引き出し量検出装置１６により検出された引き出し量と、
最小値メモリ３３ｃに記憶された最小値とに基づいて、収納部５から引き出され外部に露
出した第１表示部７の表示領域３４（図４参照）に最小値以上の文字の大きさで表示可能
な一部の内容単位４０を選択するとともに、例えば図６及び図７に示すように、その一部
の内容単位４０のみを表示して（Ｓ７）、処理を終了する。
【００９１】
　Ｓ７の処理では一部の内容単位４０のみを表示すれば良いため、その一部の内容単位４
０を、Ｓ３の処理において決定された拡大率または縮小率に基づいて表示する場合に比較
して、拡大して表示することができる。したがって、引き出し量が小さく、収納部５から
引き出され外部に露出した第１表示部７の表示領域３４（図４参照）内に全ての内容単位
４０を表示すると文字が最小値よりも小さくなってしまう場合には、一部の内容単位４０
を、全ての内容単位４０を表示する場合に比較して拡大して表示することで、小さな文字
で全ての内容単位４０が表示される場合に比較して見やすい表示とすることができる。
【００９２】
　例えば図５に示すように、第１表示部７に全ての内容単位４０が表示されている状態か
ら、１秒以上かけて第１表示部７を収納部５内に巻き戻した場合、そのときの第１表示部
７の収納部５からの引き出し量と最小値メモリ３３ｃに記憶された最小値とに基づいて選
択された一部の内容単位４０が見出し部４０ａと詳細内容部４０ｂとを含んだ状態で表示
される。図６は２つの内容単位が選択された場合を示しており、図７は一つの内容単位が
選択された場合を示している。
【００９３】
　また、Ｓ７の処理は、第１表示部７に全ての内容単位４０が表示された画像において、
第１表示部７の引き出し方向の位置が他の内容単位４０に比較して収納部５から離れてい
る内容単位４０、すなわち保持部１５側に位置する内容単位４０であって、その引き出し
方向の位置が等しい場合はその引き出し方向の位置に表示される内容単位４０のうち上側
に位置する内容単位４０ほど優先的に選択して表示する。
【００９４】
　すなわち、複数の内容単位４０の全てを第１表示部７に表示した場合に、使用者が先に
読む可能性が高い内容単位４０（図５において見出し部４０ａが「１９９５」、「１９９
６」を表示する内容単位４０）が優先的に選択されて第１表示部に表示されるので（図６
参照）、実際に読む順序に近似した見やすい表示とすることができる。
【００９５】
　一方、Ｓ１の処理において検出された第１表示部７の引き出し量の変化が１秒以上続く
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ものでなかった場合（Ｓ６：Ｎｏ）、引き出し量検出装置１６により検出された引き出し
量と、最小値メモリ３３ｃに記憶された最小値とに基づいて、収納部５から引き出され外
部に露出した第１表示部７の表示領域３４（図４参照）に各内容単位４０の見出し部４０
ａのみを表示し（Ｓ８）、処理を終了する。
【００９６】
　Ｓ８の処理では一部の画像である見出し部４０ａのみを表示すれば良いため、Ｓ３の処
理において決定された拡大率または縮小率に基づいて全ての内容単位４０が表示される場
合に比較して、見出し部４０ａを拡大して表示することができる。したがって、引き出し
量が小さく全ての内容単位４０を表示すると文字が小さくなってしまう場合には、見出し
部４０ａのみを拡大して一覧表示することで、小さな文字で全ての内容単位４０が表示さ
れる場合に比較して見やすい表示とすることができる。
【００９７】
　例えば図５に示すように、第１表示部７に全ての内容単位４０が表示されている状態か
ら、１秒未満の時間をかけて、第１表示部７を収納部５内に巻き戻した場合、そのときの
第１表示部７の収納部５からの引き出し量に基づいて、各内容単位４０の見出し部４０ａ
のみが一覧として表示される（図８参照）。
【００９８】
　また、図５に示すように、全ての内容単位４０が表示されている状態から、第１表示部
７を例えば１秒以上かけてゆっくり巻き戻す操作により、図６、図７に示すように一部の
内容単位４０のみが表示され、第１表示部７を１秒未満で素早く巻き戻すことにより、図
８に示すように、全ての内容単位４０についての見出し部４０ａのみが表示されるので、
使用者は簡単な操作で、一部の内容単位４０のみの表示と、全ての内容単位４０について
見出し部４０ａのみの表示とを切り換えることができる。
【００９９】
　図１０は、表示変更処理を示したフローチャートである。この表示変更処理は、ＣＰＵ
２７により定期的に実行される。
【０１００】
　まず、使用者が制御ボタン１１において内容単位４０を選択したか否かを調べる（Ｓ２
０）。制御ボタン１１において内容単位４０が選択されていない場合（Ｓ２０：Ｎｏ）、
Ｓ２２の処理に進むが、制御ボタン１１において内容単位４０が選択されると（Ｓ２０：
Ｙｅｓ）、その制御ボタン１１において選択された内容単位４０のみを第１表示部７に表
示する（Ｓ２１）。
【０１０１】
　例えば、図７に示すように、見出し部４０ａが「１９９５」の内容単位４０が表示され
ている場合において、使用者が制御ボタン１１を操作することにより、見出し部４０ａが
「２０００」の内容単位を指定すると、図１１に示すように、目的とする内容単位４０が
表示される。
【０１０２】
　次に、第１表示部７または第２表示部９のいずれかにおいて、入力ペン３の先端部また
は指による入力が行われたか否かを、入力ペン位置検出装置１０または第２表示部９から
の信号に基づいて判断する（Ｓ２２）。第１表示部７または第２表示部９のいずれにおい
ても入力がされていない場合（Ｓ２２：Ｎｏ）、処理を終了する。
【０１０３】
　一方、第１表示部７または第２表示部９のいずれかにおいて、入力ペン３の先端部また
は指による入力が行われると（Ｓ２２：Ｙｅｓ）、第２表示部９において内容単位４０が
選択されたか否かを第２表示部９からの信号に基づいて調べる（Ｓ２３）。第２表示部９
において内容単位４０が選択されていない場合（Ｓ２３）、Ｓ２５の処理に進む。
【０１０４】
　一方、第２表示部９において内容単位４０が選択されると（Ｓ２３：Ｙｅｓ）、その選
択された内容単位４０を第１表示部７に表示する。
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【０１０５】
　次に、第１表示部７の左スクロール部４１に入力ペン３の先端部または指が近接したか
否かを、入力ペン位置検出装置１０からの信号に基づいて調べる（Ｓ２５）。左スクロー
ル部４１に入力ペン３または指が近接していない場合（Ｓ２５：Ｎｏ）、Ｓ２７の処理に
進む。
【０１０６】
　一方、第１表示部７の左スクロール部４１に入力ペン３の先端部または指が近接すると
（Ｓ２５：Ｙｅｓ）、現在第１表示部７に表示されている内容単位４０からその内容単位
４０の下側に位置する内容単位４０または下側に位置する内容単位４０がない場合は左側
（収納部５側）の最上位に位置する内容単位４０へ表示を切り換える。
【０１０７】
　次に、第１表示部７の右スクロール部４２に入力ペン３の先端部または指が近接したか
否かを、入力ペン位置検出装置１０からの信号に基づいて調べる（Ｓ２７）。右スクロー
ル部４２に入力ペン３または指が近接していない場合（Ｓ２７：Ｎｏ）、Ｓ２９の処理に
進む。
【０１０８】
　一方、第１表示部７の右スクロール部４２に入力ペン３の先端部または指が近接すると
（Ｓ２７：Ｙｅｓ）、現在第１表示部７に表示されている内容単位４０からその内容単位
４０の上側に位置する内容単位４０または上側に位置する内容単位４０がない場合は右側
（収納部５から離れた側）の最下位に位置する内容単位４０へ表示を切り換える。
【０１０９】
　次に、第１表示部７において、左スクロール部４１及び右スクロール部４２以外の部分
に入力ペン３の先端部または指が近接させられたか否かを、入力ペン位置検出装置１０か
らの信号に基づいて調べる（Ｓ２９）。第１表示７において、左スクロール部４１及び右
スクロール部４２以外の部分に入力がされていない場合（Ｓ２９：Ｎｏ）、処理を終了す
る。
【０１１０】
　一方、第１表示部７において、左スクロール部４１及び右スクロール部４２以外の部分
に入力ペン３の先端部または指が近接させられた場合（Ｓ２９：Ｙｅｓ）、入力ペン位置
検出装置１０により検出された位置に従って、第１表示制御装置３０により、上側電極駆
動回路３５と下側電極駆動回路３６とを制御することにより（図４参照）、入力ペン３の
先端部または指が近接させられた画素を構成する上側電極２０と下側電極２２との間に電
界を発生させてマイクロカプセル１８内の電気泳動黒粒子２４と電気泳動白粒子２５とを
泳動させる（図３参照）。これにより、入力ペン３の先端部または指が近接させられた部
分に画像を表示する。
【０１１１】
　以上説明したように、本実施例の表示装置１によれば、第１表示部７の収納部５からの
引き出し量に基づいて全ての内容単位４０を表示するための拡大率または縮小率が決定さ
れ、その拡大率または縮小率に基づいて第１表示部７に表示される画像についてその画像
が有する最小の文字の大きさが取得され、その取得された文字の大きさが使用者によって
予め設定された最小値未満である場合は、決定された拡大率または縮小率で全ての内容単
位４０を表示する表示形態に基づく表示は許容されず、一部の画像のみを拡大して第１表
示部７に画像を表示することができる。
【０１１２】
　なお、請求項１記載の表示装置では、第１表示形態決定手段としては図９のＳ３の処理
が、パラメータ取得手段としては図９のＳ４の処理が、表示形態変更手段としては図９の
Ｓ７，Ｓ８の処理がそれぞれ該当する。請求項２記載の表示装置では、表示形態変更手段
としては図９のＳ８の処理が該当する。請求項３記載の表示装置では、表示形態変更手段
としては図９のＳ７の処理が該当する。請求項５記載の表示装置では、内容単位表示手段
としては図１０のＳ２１の処理が該当する。請求項７記載の表示装置では、内容単位選択
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手段としては図１０のＳ２４の処理が該当する。請求項８記載の表示装置では、画像変更
手段としては図１０のＳ２６，Ｓ２８，Ｓ３０の処理が該当する。
【０１１３】
　以上、実施例に基づき本発明を説明したが、本発明は上述した実施例に何ら限定される
ものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変更が可能であることは容
易に推察できるものである。
【０１１４】
　例えば、本実施例では、内容単位４０は見出し部４０ａと詳細内容部４０ｂとからなる
ものであったが、見出し部４０ａと詳細内容部４０ｂとに加えて、例えば、関連情報や写
真などを表示する解説部を有するよう構成し、引き出し量に応じて解説部のみを表示した
り、見出し部４０ａと詳細内容部４０ｂのみを表示するように構成しても良い。
【０１１５】
　また、本実施例では、内容単位４０はひとかたまりの情報を有する一ページ分の画像で
あったが、ページ毎に一内容単位とするものに限られず、例えば、新聞における一つの記
事を内容単位４０としても良い。
【０１１６】
　また、本実施例では、第１表示部７のうち、左スクロール部４１及び右スクロール部４
２以外の部分に入力ペン３が近接させられると、その入力ペン３が近接させられた位置に
基づいて画像が加筆されていたが（Ｓ３０）、例えば、図８に示すように、第１表示部７
に見出し部４０ａのみが一覧で表示されている場合において、入力ペン３が見出し部４０
ａのうち一つに近接させられたときは、その選択された見出し部４０ａを含む内容単位４
０のみを第１表示部７に表示するものであっても良い。
【図面の簡単な説明】
【０１１７】
【図１】本発明の一実施例である表示装置の斜視図である。
【図２】図１のＩＩ－ＩＩ線における本体２の断面図である。
【図３】本体に備えられた第１表示部の拡大断面図である。
【図４】本体の電気的構成を示したブロック図である。
【図５】第１表示部に表示される画像を示す図であり、全ての内容単位が表示されている
状態を示す。
【図６】第１表示部に表示される画像を示す図であり、２つの内容単位が表示されている
状態を示す。
【図７】第１表示部に表示される画像を示す図であり、１つの内容単位が表示されている
状態を示す。
【図８】第１表示部に表示される画像を示す図であり、全ての内容単位について見出し部
のみが表示されている状態を示す。
【図９】表示形態決定処理を示したフローチャートである。
【図１０】表示変更処理を示したフローチャートである。
【図１１】第１表示部に表示される画像を示す図であり、１つの内容単位が表示されてい
る状態を示す。
【符号の説明】
【０１１８】
１　　　　　　　　　表示装置
３　　　　　　　　　入力ペン
５　　　　　　　　　収納部
７　　　　　　　　　第１表示部
９　　　　　　　　　第２表示部
１０　　　　　　　　入力ペン位置検出装置（入力ペン位置検出手段）
１１　　　　　　　　制御ボタン（内容単位指定手段）
１６　　　　　　　　引き出し量検出装置（引き出し量位置検出手段）
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３３ａ　　　　　　　表示画像メモリ（位置情報記憶手段）

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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